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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ジアントラキノン系顔料又はジケトピロロピロール系顔料を下記式１で示される化合物の
存在下に湿式粉砕することを特徴とする顔料組成物の製造方法。
式１
【化１】

（但し、式中、ＱはＮＨ（ＣＨ２）ｎＮＲ１Ｒ２又は水酸基を表し、ＲはＮＨ（ＣＨ２）
ｎＮＲ１Ｒ２を表し、Ｒ１、Ｒ２は炭素数１～４のアルキル基又はＲ１とＲ２が一体とな
って新たな窒素原子又は酸素原子を含んでもよい５員環構造又は６員環構造を表し、ｎは
１～４の整数を表す。）
【請求項２】
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顔料組成物が、カラーフィルタ用途である請求項１記載の製造方法。
【請求項３】
請求項１又は２記載の製造方法により得られた顔料組成物。
【請求項４】
請求項３記載の顔料組成物と顔料担体とからなる顔料分散体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、顔料組成物の製造方法に関し、更に詳細には、カラー液晶表示装置、固体撮
像素子等に用いられるカラーフィルタ用顔料として有用なジケトピロロピロール系顔料又
はジアントラキノン系顔料の組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、カラー液晶表示装置、固体撮像素子等に用いられるカラーフィルタ用赤色顔料は
、明度が高く、耐光性、耐熱性にも優れているジアントラキノン系顔料、ジケトピロロピ
ロール系顔料等が用いられていた。しかし、さらに明度の高い顔料が強く要望されており
、そのためには顔料の一次粒子径をさらに微細化して、透明性を向上させる必要があった
。
【０００３】
　顔料の一次粒子径を微細化する方法として、特許文献１には、顔料を、室温で固体かつ
水不溶性の合成樹脂の存在下に湿式粉砕する方法が開示されている。特許文献２には、ジ
アントラキノン系顔料を、アントラキノンの誘導体の存在下に湿式粉砕する方法が開示さ
れている。又、特許文献３には、ジケトピロロピロール系顔料を色素誘導体の存在下に湿
式粉砕する方法が開示されている。
　しかしながら、これらの方法により得られたジアントラキノン系顔料又はジケトピロロ
ピロール系顔料は、明度等の性能において不十分であった。
【特許文献１】特開平７－１３０１６号公報
【特許文献２】特開平１０－２４５５０１号公報
【特許文献３】特開２００１－２２０５２０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、明度が良好な赤色フィルタを与える顔料組成物を与えることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　すなわち、本発明は、ジアントラキノン系顔料又はジケトピロロピロール系顔料を下記
式１で示される化合物の存在下に湿式粉砕することを特徴とする顔料組成物の製造方法に
関する。
式１
【０００６】
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【化１】

（但し、式中、ＱはＮＨ（ＣＨ２）ｎＮＲ１Ｒ２又は水酸基を表し、ＲはＮＨ（ＣＨ２）
ｎＮＲ１Ｒ２を表し、Ｒ１、Ｒ２は炭素数１～４のアルキル基又はＲ１とＲ２が一体とな
って新たな窒素原子又は酸素原子を含んでもよい５員環構造又は６員環構造を表し、ｎは
１～４の整数を表す。）
【０００７】
　更に本発明は、顔料組成物が、カラーフィルタ用途である請求項１記載の製造方法に関
する。
【０００８】
　更に本発明は、上記製造方法により得られた顔料組成物に関する。
【０００９】
　更に本発明は、上記顔料組成物と顔料担体とからなる顔料分散体に関する。
【発明の効果】
【００１０】
　湿式粉砕時に式１で表される化合物を配合することによりジアントラキノン系顔料又は
ジケトピロロピロール系顔料の結晶成長を抑制して微細な上記が得られるようになった。
また、本発明のジアントラキノン系顔料又はジケトピロロピロール系顔料を用いることに
より、高い明度特性を備えた赤色画素を具備するカラーフィルタが得られるようになった
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　本発明における式１で示される化合物は、湿式粉砕時のジアントラキノン系顔料又はジ
ケトピロロピロール系顔料の結晶成長を抑制する働きをするものである。式１で示される
化合物は、ジアントラキノン系顔料又はジケトピロロピロール系顔料に対して０．５～２
０重量％、特に２～１５重量％を使用することが好ましい。式１で示される化合物の使用
量が上記数値より多いと顔料の耐性を損なうため好ましくない。式１で示される化合物の
顔料への添加時期は、湿式粉砕の前であっても湿式粉砕の途中であってもよい。
【００１２】
　本発明におけるジアントラキノン系顔料は下記式２で示される化合物である。
式２
【００１３】
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【化２】

【００１４】
（但し、式中、Ａは、それぞれ独立に、水素原子または置換基を有してもよいアルキル基
又は置換基を有してもよいアリール基を表す。）
【００１５】
　式２の置換基Ａとしてのアルキル基は、炭素数が１～４のアルキル基が好ましく、この
アルキル基の置換基としては、塩素等のハロゲン原子、フェニル基等がある。
　式２の置換基Ａとしてのアリール基は、フェニル基が好ましく、このアリール基の置換
基としては、塩素等のハロゲン原子、炭素数１～４のアルキル基、フェニル基等がある。
【００１６】
　商業的に入手可能なジアントラキノン系顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド８９
、１７７等があるが、カラーフィルタ用途としては、その分光特性の点からＣ．Ｉ．ピグ
メントレッド１７７が好ましい。
【００１７】
　本発明におけるジケトピロロピロール系顔料と下記式３で示される化合物である。
式３
【００１８】
【化３】
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【００１９】
（但し、式中、Ｂは、それぞれ独立に、水素原子、置換されてもよいアルキル基、置換さ
れてもよいアリール基、シアノ基又はハロゲン原子を表す。）
【００２０】
　式３の置換基Ｂとしてのアルキル基は、炭素数が１～４のアルキル基が好ましく、この
アルキル基の置換基としては、塩素等のハロゲン原子、フェニル基等がある。
　式３の置換基Ｂとしてのアリール基はフェニル基が好ましく、このアリール基の置換基
としては、塩素等のハロゲン原子、メチル基、エチル基、ｔ－ブチル基等の炭素数１～４
のアルキル基、フェニル基等がある。
　式３の置換基Ｂとしてのハロゲン原子は塩素が好ましい。
【００２１】
　商業的に入手可能なジケトピロロピロール系顔料としては、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド
２５４、２５５、２６４、Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ７１等があるが、カラーフィルタ
用途としては、その分光特性の点からＣ．Ｉ．ピグメントレッド２５４が好ましい。
【００２２】
　本発明において湿式粉砕に供されるジアントラキノン系顔料又はジケトピロロピロール
系顔料は、粒径が１μｍ以上の粗大な粒子を含む粗製の顔料であっても、平均粒径０．０
２～０．２μｍ程度の一般的に顔料として使用される粒径のものであってもよい。又、ジ
アントラキノン系顔料とジケトピロロピロール系顔料は混合して湿式粉砕に供してもよい
。
【００２３】
　本発明において湿式粉砕とは、ジアントラキノン系顔料又はジケトピロロピロール系顔
料と式１で示される化合物と共に、水溶性無機塩と水溶性無機塩を実質的に溶解しない水
溶性有機溶剤を含む混合物をニーダー等の混練機で機械的に混練した後、水中に投入しハ
イスピードミキサー等で攪拌してスラリー状とし、次いでこのスラリーを濾過、水洗する
ことにより水溶性無機塩と水溶性有機溶剤を除去する操作である。
【００２４】
　水溶性無機塩は、破砕助剤として働くものであり、ソルトミリング時に無機塩の硬度の
高さを利用して顔料が破砕され、顔料の一次粒子が微細化される。水溶性無機塩は、水に
溶解するものであれば特に限定されず、塩化ナトリウム、塩化バリウム、塩化カリウム、
硫酸ナトリウム等を用いることができるが、価格の点から塩化ナトリウム（食塩）を用い
るのが好ましい。湿式粉砕する際に用いる無機塩の量は、処理効率と生産効率の両面から
、顔料の１～２０重量倍、特に３～１０重量倍であることが好ましい。顔料に対する無機
塩の量比が大きいほど微細化効率が高いが、１回の顔料の処理量が少なくなるためである
。
【００２５】
　水溶性有機溶剤は、顔料、式１で表される化合物および水溶性無機塩を湿潤する働きを
するものであり、水に溶解（混和）し、かつ用いる水溶性無機塩を実質的に溶解しないも
のであれば特に限定されない。但し、湿式粉砕時に温度が上昇し、溶剤が蒸発し易い状態
になるため、安全性の点から、沸点１２０℃以上の高沸点溶剤が好ましい。水溶性有機溶
剤としては、例えば、２－メトキシエタノール、２－ブトキシエタノール、２－（イソペ
ンチルオキシ）エタノール、２－（ヘキシルオキシ）エタノール、ジエチレングリコール
、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、ジエチレングリコールモノブチルエーテル
、トリエチレングリコール、トリエチレングリコールモノメチルエーテル、液状のポリエ
チレングリコール、１－メトキシ－２－プロパノール、１－エトキシ－２－プロパノール
、ジプロピレングリコール、ジプロピレングリコールモノメチルエーテル、ジプロピレン
グリコールモノエチルエーテル、液状のポリプロピレングリコール等が用いられる。
【００２６】
　湿式粉砕時には、微細化された顔料を乾燥する際の強い凝集を防止し、容易に透明樹脂
に分散できるようにするため、樹脂を併用することができる。湿式粉砕時に樹脂を併用す
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ることにより、柔らかい粉体顔料を得ることができる。湿式粉砕時に併用できる樹脂とし
ては、室温において固体で、水不溶性で、かつ上記有機溶剤に少なくとも一部可溶である
ものが好ましく、天然樹脂、変性天然樹脂、合成樹脂、天然樹脂で変性された合成樹脂等
が用いられる。天然樹脂としてはロジンが代表的で、変性天然樹脂としてはロジン誘導体
、繊維素誘導体、ゴム誘導体、タンパク誘導体およびそれらのオリゴマーが用いられる。
合成樹脂としては、エポキシ樹脂、アクリル樹脂、マレイン酸樹脂、ブチラール樹脂、ポ
リエステル樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリアマイド樹脂
等が挙げられる。天然樹脂で変性された合成樹脂としてはロジン変性マレイン酸樹脂、ロ
ジン変性フェノール樹脂等が挙げられる。樹脂の使用量は、顔料に対して５～１００重量
％の範囲であることが好ましい。
【００２７】
　湿式粉砕時には、上記樹脂の他に、顔料分散助剤、可塑剤等の添加剤あるいは一般に体
質顔料として用いられている炭酸カルシウム、硫酸バリウム、シリカ等の無機顔料を併用
してもよい。また、色相を調整するために他の顔料と混合して処理を行ってもよい。
【００２８】
　本発明の顔料組成物は各種ビヒクルからなる顔料担体に分散することにより顔料分散体
となる。顔料の顔料担体への分散には、三本ロールミル、二本ロールミル、サンドミル、
ニーダー等の各種分散手段を使用できる。また、これらの分散を良好とするために、適宜
、各種界面活性剤、色素誘導体等の分散助剤を添加できる。
【００２９】
　本発明において、顔料分散体を構成する顔料担体の例としてはインキ用、塗料用又は着
色プラスチック用ビヒクルがある。
　オフセットインキ用ビヒクルの例としては、ロジン変性フェノール樹脂、石油樹脂、ア
ルキド樹脂、またはこれらの乾性油変性樹脂等２０～５０重量％と、アマニ油、桐油、大
豆油等の乾性油０～３０重量％、ｎ－パラフィン、イソパラフィン、アロマテック、ナフ
テン、α－オレフィン等の溶剤１０～６０重量％からなるものが挙げられる。
【００３０】
　グラビアインキ用ビヒクルの例としては、ガムロジン、ウッドロジン、トール油ロジン
、ライムロジン、ロジンエステル、マレイン酸樹脂、ポリアミド樹脂、ビニル樹脂、ニト
ロセルロース、酢酸セルロース、エチルセルロース、塩化ゴム、環化ゴム、エチレン－酢
酸ビニル共重合樹脂、ポリウレタン樹脂、ポリエステル樹脂、アルキド樹脂、アクリル樹
脂、ギルソナイト、ダンマル、セラック等またはこれらの混合物、あるいは上記樹脂また
はこれらの混合物を水溶化した水溶性樹脂、またはエマルション樹脂１０～５０重量％と
炭化水素、アルコール、ケトン、エーテルアルコール、エーテル、エステル、水等の溶剤
３０～８０重量％からなるものが挙げられる。
【００３１】
　塗料用ビヒクルの例としては、アクリル樹脂、アルキド樹脂、エポキシ樹脂、塩化ゴム
、塩化ビニル、合成樹脂エマルション、シリコン樹脂、フッ素樹脂、ポリウレタン樹脂、
ポリエステル樹脂、メラミン樹脂、ユリア樹脂等またはこれらの混合物、あるいは上記樹
脂またはこれらの混合物を水溶化した水溶性樹脂、またはエマルション樹脂２０～８０重
量％と炭化水素、アルコール、ケトン、エーテルアルコール、エーテル、エステル、水等
の溶剤１０～６０重量％からなるものが挙げられる。
【００３２】
　プラスチック用ビヒクルの例としては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリブタジエ
ン、エチレン系アイオノマー、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ＡＢＳ樹脂、アク
リル樹脂、メタクリル樹脂、ポリビニルアルコール、セルロース系プラスチック、エポキ
シ樹脂、ポリエステル樹脂、フェノール樹脂、ユリア樹脂、メラミン樹脂、ポリウレタン
樹脂、シリコン樹脂、ポリアミド樹脂、ポリスチレン、ポリアセタール、ポリカーボネー
ト、ポリフェニレンエーテル、ポリフェニレンサルファイト、ポリスルホン、ポリエーテ
ルイミド、ポリエーテルケトン、さらにはこれらの複合物等が挙げられる。
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【００３３】
　水系カラー用ビヒクルの例としては、ノニオン系、アニオン系、カチオン系の界面活性
剤、あるいはスルホン酸アミド系、ヒドロキシステアリン酸系、ε－カプロラクタム系の
高分子分散剤から選ばれる少なくとも１種と、グリセリン、エチレングリコール、トリエ
チレングリコール、プロピレングリコール、ペンタエリストール等の多価アルコール、水
、必要によりアミン、防腐剤、消泡剤等の助剤からなるものが挙げられる。
【００３４】
　カラーフィルタ用インキは透明樹脂もしくはその前駆体をビヒクルとする。透明樹脂は
、可視光領域の４００～７００ｎｍの全波長領域において透過率が８０％以上、好ましく
は９５％以上の樹脂である。透明樹脂としては、熱硬化性樹脂、熱可塑性樹脂、感光性樹
脂があり、透明樹脂の前駆体としては、放射線照射により硬化して樹脂と同様の塗膜を形
成するモノマー、オリゴマー等があり、これらを単独または２種以上混合して用いること
ができる。紫外線照射によりレジストインキとした顔料分散体の硬化を行うときには、光
開始剤等が用いられる。しかしながら、カラーフィルタの製造における後の工程において
、高温加熱の処理が行われるため、加熱処理においても耐性のよい樹脂を用いることが必
要とされる。また、後の工程において種々の溶剤や薬品による処理も行われるため、形成
された画像の耐溶剤性や耐薬品性も必要とされる。顔料組成物と透明樹脂とは、固形分重
量比において、１：４～１０：１の割合で配合される。
【００３５】
　カラーフィルタ用レジストに用いられる熱硬化性樹脂や熱可塑性樹脂としては、例えば
, ブチラール樹脂、スチレンーマレイン酸共重合体、塩素化ポリエチレン、塩素化ポリプ
ロピレン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニルー酢酸ビニル共重合体、ポリ酢酸ビニル、ポリウ
レタン系樹脂、フェノール樹脂、ポリエステル樹脂、アクリル系樹脂、アルキッド樹脂、
スチレン樹脂、ポリアミド樹脂、ゴム系樹脂、環化ゴム、エポキシ樹脂、セルロース類、
ポリブタジエン、ポリイミド樹脂、ベンゾグアナミン樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂等が
挙げられる。
【００３６】
　カラーフィルタ用レジストインキに配合される感光性樹脂としては、水酸基、カルボキ
シル基、アミノ基等の反応性の置換基を有する線状高分子にイソシアネート基、アルデヒ
ド基、エポキシ基等を介して、（メタ）アクリル化合物、ケイヒ酸等の光架橋性基を導入
した樹脂が用いられる。また、スチレン－無水マレイン酸共重合物やα－オレフィン－無
水マレイン酸共重合物等の酸無水物を含む線状高分子をヒドロキシアルキル（メタ）アク
リレート等の水酸基を有する（メタ）アクリル化合物によりハーフエステル化した重合物
も用いられる。
【００３７】
　カラーフィルタ用レジストインキとして使用される放射線照射により硬化して樹脂と同
様の塗膜を形成するモノマー、オリゴマーとしては、２－ヒドロキシエチル（メタ）アク
リレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アク
リレート、ポリエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ
（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート、トリシク
ロデカニル（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサ（メタ）アクリレート
のカプロラクトン付加物のヘキサ（メタ）アクリレート等の各種アクリル酸エステルおよ
びメタクリル酸エステル、アクリル酸、メタクリル酸、（メタ）アクリルアミド、N-ヒド
ロキシメチル（メタ）アクリルアミド、スチレン、酢酸ビニル、アクリロニトリル、メラ
ミン（メタ）アクリレート、エポキシ（メタ）アクリレートプレポリマー等が挙げられる
。
【００３８】
 　カラーフィルタ用レジストインキに配合される光開始剤としては、４－フェノキシジ
クロロアセトフェノン、４－ｔ－ブチル－ジクロロアセトフェノン、ジエトキシアセトフ
ェノン、１－（４－イソプロピルフェニル）－２－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－１
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オン、１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトン、２－ベンジル－２－ジメチルアミ
ノ－１－（４－モルフォリノフェニル）－ブタン－１－オン等のアセトフェノン系光開始
剤、、ベンゾイン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチルエーテル、ベンゾイン
イソプロピルエーテル、ベンジルジメチルケタール等のベンゾイン系、ベンゾフェノン系
光開始剤、ベンゾフェノン、ベンゾイル安息香酸、ベンゾイル安息香酸メチル、４－フェ
ニルベンゾフェノン、ヒドロキシベンゾフェノン、アクリル化ベンゾフェノン、４－ベン
ゾイル－４’－メチルジフェニルサルファイド等のベンゾフェノン系光開始剤、チオキサ
ンソン、２－クロルチオキサンソン、２－メチルチオキサンソン、イソプロピルチオキサ
ンソン、２，４－ジイソプロピルチオキサンソン等のチオキサンソン系光開始剤、２，４
，６－トリクロロ－ｓ－トリアジン、２－フェニル－４，６－ビス（トリクロロメチル）
－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－メトキシフェニル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）
－ｓ－トリアジン、２－（ｐ－トリル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリ
アジン、２－ピペニル－－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２，４
－－ビス（トリクロロメチル）－６－スチリルｓ－トリアジン、２－（ナフト－１－イル
）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２－（４－メトキシ－ナフト
－１－イル）－４，６－ビス（トリクロロメチル）－ｓ－トリアジン、２，４－トリクロ
ロメチル－（ピペロニル）－６－トリアジン、２，４－トリクロロメチル（４’－メトキ
シスチリル）－６－トリアジン等のトリアジン系光開始剤およびカルバゾール系光開始剤
、イミダゾール系光開始剤等の化合物が用いられる。
【００３９】
  上記光開始剤は、単独あるいは２種以上混合して用いるが、増感剤として、α－アシロ
キシムエステル、アシルフォスフィンオキサイド、メチルフェニルグリオキシレート、ベ
ンジル、９，１０－フェナンスレンキノン、カンファーキノン、エチルアンスラキノン、
４，４’－ジエチルイソフタロフェノン、３，３’，４，４’－テトラ（ｔ－ブチルパー
オキシカルボニル）ベンゾフェノン、４，４’－ジエチルアミノベンゾフェノン等の化合
物を併用することもできる。
【００４０】
　カラーフィルタ用レジストインキに使用される溶剤としては、例えばシクロヘキサノン
、エチルセロソルブアセテート、ブチルセロソルブアセテート、１－メトキシ－２－プロ
ピルアセテート、ジエチレングリコールジメチルエーテル、エチルベンゼン、エチレング
リコールジエチルエーテル、キシレン、エチルセロソルブ、メチル－ｎアミルケトン、プ
ロピレングリコールモノメチルエーテルトルエン、メチルエチルケトン、酢酸エチル、メ
タノール、エタノール、イソプロピルアルコール、ブタノール、イソブチルケトン、石油
系溶剤等が挙げられ、これらを単独もしくは混合して用いる。
【００４１】
　以下、本発明を実施例に基づいて説明する。なお、例中、部とは重量部を、％とは重量
％をそれぞれ示す。顔料の一次粒子径は、透過型電子顕微鏡で観察して測定し、比表面積
はＢＥＴ法で測定した。実施例に先立ち、実施例で用いた式１で示される化合物を表１に
示す。また比較として用いた特開２００１－２２０５２０号公報の実施例に記載されてい
る色素誘導体を表２に示す。
【００４２】
【表１】
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【００４３】
【表２】

【００４４】
（アクリル樹脂の合成）反応容器にシクロヘキサノン８００部を入れ、容器に窒素ガスを
注入しながら１００℃に加熱して、同温度で下記モノマーおよび熱重合開始剤の混合物を
１時間かけて滴下して重合反応を行った。
スチレン ６０．０部メタクリル酸 ６０．０部メタクリル酸メチル ６５．０部メタクリ
ル酸ブチル ６５．０部アゾビスイソブチロニトリル １０．０部滴下後さらに１００℃で
３時間反応させた後、アゾビスイソブチロニトリル２．０部をシクロヘキサノン５０部で
溶解させたものを添加し、さらに１００℃で１時間反応を続けて樹脂溶液を合成した。室
温まで冷却した後、樹脂溶液約２ｇをサンプリングして１８０℃、２０分加熱乾燥して不
揮発分を測定し、先に合成した樹脂溶液に不揮発分が２０％となるようにシクロヘキサノ
ンを添加してアクリル樹脂溶液を調製した。
【実施例１】
【００４５】
　ＤＰＰ顔料（チバスペシャルティケミカルズ社製「イルガジンＤＰＰ ＲＥＤＢＯ」、
Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ ＲＥＤ２５４）１４４部、化合物（ａ）１６部、塩化ナトリウ
ム１６００部、およびジエチレングリコール１９０部をステンレス製１ガロンニーダー（
井上製作所社製）に仕込み、６０℃で１０時間混練した。つぎにこの混合物を３リットル
の温水に投入し、約８０℃に加熱しながらハイスピードミキサーで約１時間攪拌してスラ
リー状とし、濾過、水洗をくりかえして塩化ナトリウムおよび溶剤を除いた後、８０℃で
１昼夜乾燥し、１５６．０部のカラーフィルタ用顔料（一次粒子径３０～４０nm、比表面
積８８m2/g）を得た。
【実施例２】
【００４６】
　ＤＰＰ顔料をジアミノジアントラキノン顔料チバスペシャルティケミカルズ社製「クロ
モフタルレッドＡ２Ｂ」（Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ ＲＥＤ１７７）に、化合物（ａ）を
化合物（ｂ）に代えた以外は、実施例１と同様の操作を行い１５８．１部のカラーフィル
タ用顔料（一次粒子径３０～４０nm、比表面積９２m2/g）を得た。
【実施例３】
【００４７】
　化合物（ａ）を化合物（ｃ）に代えた以外は、実施例１と同様の操作を行い１５６．５
部のカラーフィルタ用顔料（一次粒子径３０～４０nm、比表面積８９m2/g）を得た。
【実施例４】
【００４８】
　ＤＰＰ顔料の量を１４４部から１３６部に代え、化合物（ａ）１６部を化合物（ｄ）２
４部に代えた以外は、実施例１と同様の操作を行い１５６．０部のカラーフィルタ用顔料
（一次粒子径２０～３０nm、比表面積９５m2/g）を得た。
【００４９】
［比較例１］化合物（ａ）を除いた以外は、実施例１と同様の操作を行い１４９．０部の
処理顔料（一次粒子径４０～５０nm、比表面積８１m2/g）を得た。
【００５０】
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［比較例２］化合物（ｂ）を除いた以外は、実施例２と同様の操作を行い１４９．０部の
処理顔料（一次粒子径６０～８０nm、比表面積６５m2/g）を得た。
【００５１】
［比較例３］化合物（ａ）を化合物（ｅ）に代えた以外は、実施例１と同様の操作を行い
１５１．２部の処理顔料（一次粒子径３０～４０nm、比表面積８５m2/g）を得た。
【００５２】
［比較例４］化合物（ａ）を化合物（ｆ）に代えた以外は、実施例１と同様の操作を行い
１５２．０部の処理顔料（一次粒子径３０～４０nm、比表面積８７m2/g）を得た。
【００５３】
　実施例および比較例で得られた顔料を含む下記組成の混合物を均一に撹拌混合した後、
１μｍのフィルタで濾過してアルカリ現像型感光性着色組成物を作製した。
顔料 ４．５部 上記アクリル樹脂溶液 ２４．０部 トリメチロールプロパントリアクリレ
ート ５．４部 （新中村化学社製「ＮＫエステルＡＴＭＰＴ」）
光開始剤（チバガイギー社製「イルガキュアー９０７」） ０．３部 
増感剤（保土ヶ谷化学社製「ＥＡＢ－Ｆ」） ０．２部 
シクロヘキサノン ６５．１部
【００５４】
　得られた感光性着色組成物を用いて、下記の方法で透明基板上に色材層を形成し、色材
層の色度を評価した。結果を表３に示す。１００ｍｍ×１００ｍｍ、１．１ｍｍ厚のガラ
ス基板上に、得られた感光性着色組成物をスピンコーターを用いて塗布し、塗布基板を得
た。次に、７０℃で２０分乾燥後、超高圧水銀ランプを用いて、積算光量１５０ｍＪで紫
外線露光を行った。露光後２３０℃で１時間加熱して放冷後、顕微分光光度計（オリンパ
ス光学社製「ＯＳＰ－ＳＰ１００」）を用いてＣ光源での色度（Ｙ，ｘ，ｙ）を測定した
。スピンコーターの回転数を変えてこの操作を繰り返し色度のｘが０．６となるように膜
厚を調整した基板のＹの値で明度を比較した。
【００５５】
　実施例１～４の顔料を用いた感光性着色組成物塗布基板は比較例１～４のそれに比べて
高いＹ値を示し、明度に優れていた。
【００５６】
【表３】
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